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A study of empathy with antagonism others and creation of 
social interaction through artistic acts
MATSUMOTO Takeyoshi*，OHIRA Shuya**
       In this research, we regard an instance of collaborative artistic acts of creating a relationship between life and art as the process 
of generation empathic dialogue mediated by artistic acts and creation of social interaction, and our aim of this research is to clarify 
the development of these actions. In the art practice that creates social interaction, people make democratic dialogue through 
tensions and struggles with others. We define the others as antagonism others in this research. Our descriptive analysis of actions 
shows that children generate empathic dialogues with fish and seas and create social interaction in a collaborative artistic acts that 
transforms a coast between an actor and the others.





















































































図 1  ダンボールを素材とする子どもの遊び場
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部分的に意味を固定する結節点の構成なのである。そし
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
て，こうした固定化の部分的性格は，社会的なものの開
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
放性から発生している。それは，言説性の場の無限さに
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
よって，あらゆる言説が常に過剰化されることの結果で










































































































図 2  生活世界と造形的な表現と鑑賞の活動が連環する共
　　　感的対話の生成モデル ( 大平・松本，2019)
































かな↑：：」【Ⅱ -ⅰ -② -（1） 1R】と発話した場面をきっ
表 2 活動の場面分け 表 3 発話の表記記号
トランスクリプト【Ⅱ - ⅰ - ② - (1) 1R-2S】
トランスクリプト【Ⅱ - ⅰ - ② - (2) 1A-2S】
トランスクリプト【Ⅲ - ⅰ - ② - (1) 1L-5S】
トランスクリプト【Ⅲ - ⅰ - ② - (1) 6S-8A】
－80－
トランスクリプト【Ⅲ - ⅰ - ② - (1) 9S-11D】
トランスクリプト【Ⅲ - ⅰ - ⑤ - (1) 1V-3S】
トランスクリプト【Ⅲ - ⅰ - ⑤ - (1) 4S-6U】
トランスクリプト【Ⅲ - ⅱ - ① - (1) 1S-2S】
トランスクリプト【Ⅲ - ⅱ - ① - (2) 1S-3S】
トランスクリプト【Ⅲ - ⅱ - ① - (3) 1S-3S】
トランスクリプト【Ⅲ - ⅱ - ① - (3) 4U-6U】
トランスクリプト【Ⅲ - ⅱ - ① - (3) 7S-9U】
－81－
トランスクリプト【Ⅲ - ⅱ - ① - (3) 10S-12S】
トランスクリプト【Ⅲ - ⅱ - ① - (3) 13U】
トランスクリプト【Ⅲ - ⅱ - ① - (3) 14S】
トランスクリプト【Ⅲ - ⅱ - ① - (3) 15U-16V】
トランスクリプト【Ⅲ - ⅱ - ① - (3) 17S-19U】
トランスクリプト【Ⅲ - ⅱ - ① - (3) 20S-22S】
トランスクリプト【Ⅲ - ⅲ - ② - (1) 1S-3S】
トランスクリプト【Ⅲ - ⅲ - ③ - (1) 1R-3K】
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かけとして，SはRの足元を泳ぐ稚魚のもとへと駆け寄り







稚魚と出会い【Ⅱ -ⅰ -② -（2） 1A-2S】，他の児童がつくり
だした造形物やそれを協働造形していく行為のよさを敵
対性として経験した。さらに，Sは，遠瀬を泳ぎ海のよさ
に浸っていたLを見て【Ⅲ -ⅰ -② -（1） 1L-5S】，稚魚を捕
まえるために網を持って歩いているAを見た【Ⅲ -ⅰ -② -













トランスクリプト【Ⅲ - ⅲ - ④ - (1) 1S】
トランスクリプト【Ⅲ - ⅲ - ④ - (1) 2A-3E】
トランスクリプト【Ⅲ - ⅲ - ④ - (2) 1R】
トランスクリプト【Ⅲ - ⅲ - ④ - (2) 2S】
トランスクリプト【Ⅲ - ⅲ - ④ - (2) 3A-5R】
トランスクリプト【Ⅲ - ⅲ - ④ - (3) 1S】
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た【Ⅲ -ⅰ -⑤ -（1） 1V-3S】。SとVの行為を見たHは「さ




んないで：：」【Ⅲ -ⅰ -⑤ -（1） 5U】「ひとのかってに」【Ⅲ




網を拾い【Ⅲ -ⅱ -① -（1） 2S】，網を使って稚魚を捕まえ
「なんだろうな：」【Ⅲ -ⅱ -① -（2） 2S】，「このなんかへん





ながらUに向けて「U：いれて：」【Ⅲ -ⅱ -① -（3） 1S】と
発話する。すると，Uと一緒に活動していたEが「え↑：
なかみは：：」【Ⅲ -ⅱ -① -（3） 2E】と発話しSの申し出
に不満を示す。Eと同様に，Uも「そんなにあみでもちあ
げてだいじょうぶなの↑：」【Ⅲ -ⅱ -① -（3） 6U】と発話
し，Sの行為に否定的に接する。Sは，Uの前で立ち止ま
り【Ⅲ -ⅱ -① -（3） 7S】，「これ」【Ⅲ -ⅱ -① -（3） 8S】と発
話しながらU の目前に網を差し出す。Sが示した網と稚魚
をUが見る【Ⅲ -ⅱ -① -（3） 9U】。すると，Eが「じゃいっ
かいみずにつけてあげてよ↑」【Ⅲ -ⅱ -① -（3） 11E】と発
話したため，Sは腰を屈めて“魚の保育園”の海水に網を
つける。SはUと協働して“魚の保育園”へと稚魚を放流
する【Ⅲ -ⅱ -① -（3） 12S-13U】。Sは，網を持って立ちあ
がりながらUと共に放流した稚魚を見る【Ⅲ -ⅱ -① -（3） 





向けて「かわいいでしょ↑」【Ⅲ -ⅱ -① -（3） 17S】と発話


















［：：：：：ん」【Ⅲ -ⅲ -③ -（1） 1R】と発話する。Sは右
手で漂流物を掲げながらKに対して「［ういてた：：」【Ⅲ
-ⅲ -③ -（1） 2S】と発話し，Sが持つ漂流物をKが見る【Ⅲ
-ⅲ -③ -（1） 3K】。この場面のRの発話をきっかけにして，
児童たちは“魚の保育園”を“魚の楽園”と互いに呼ぶよう
になる。Sはデジタルカメラを手に取り「さかなのらくえ
んぜんたいをとっとこ：：」【Ⅲ -ⅲ -④ -（1） 1S】と発話し，
“魚の楽園”の全体像を撮影する。Sの撮影行為を見ていた






かけにして【Ⅲ -ⅲ -④ -（2） 1R】，“魚の楽園”の壁を崩す
協働行為が児童たちの間で同型的に行われた【Ⅲ -ⅲ -④ -
（2） 2S】。この協働行為を通して海へと泳いでいく稚魚た
ちに向けられた児童の「［ばいば：：い↑」【Ⅲ -ⅲ -④ -（2） 
3A】【Ⅲ -ⅲ -④ -（2） 5R】という発話も同型的に行われた。
これらの協働行為により稚魚が放流されたことを通して，
児童たちが稚魚と共生するためにつくった造形物である


























小石といった〔他者①〕と対話する場面【Ⅲ -ⅰ -② -（1） 
9S-10S】【 Ⅲ -ⅰ -⑤ -（1） 1V-3S】【 Ⅲ -ⅲ -② -（1） 1S-3S】
【Ⅲ -ⅲ -④ -（2） 1R-5R】があった。また，Sが他の児童や
稚魚といった〔他者②〕と対話する場面【Ⅱ -ⅰ -② -（1） 
1R-2S】【Ⅲ -ⅰ -② -（1） 1L-8A】【Ⅲ -ⅰ -⑤ -（1） 1V-3S】【Ⅲ
-ⅱ -① -（3） 1S-22S】【Ⅲ -ⅲ -④ -（1） 1S-3E】【Ⅲ -ⅲ -④ -
（2） 1R-5R】【Ⅲ -ⅲ -④ -（3） 1S】があった。SがRやAや
VやEと“魚の楽園”を協働的につくり出していく転換点




行為【Ⅲ -ⅱ -① -（3） 13U】。“魚の楽園”の環境をよりよ
くするためにSとAが漂流物や小石を捕る協働的造形行
為【Ⅲ -ⅲ -② -（1） 1S-3S】。AやEが“魚の楽園”の全体像
を同型的に撮影する協働的鑑賞行為【Ⅲ -ⅲ -④ - （1）2A-
3E】。Sと他の児童が“魚の楽園”の砂壁を崩す同型的で共












童たちの協働的造形行為【Ⅲ -ⅲ -④ -（2） 1R-5R】により







図 5  共に遊ぶ児童と釣った稚魚を共に見る児童
図 7  海へと拡張する直前の “ 魚の楽園 ”




















































































0 0 0 0 0 0 0 0 0
）を変革し，そこに（コミュニケー
ションのための言表の主体が占める位置
0 0 0 0 0 0 0 0
によって規定
された所記
0 0
のなかに）歴史の舞台にある社会諸力の関
係を移し換えることによって，テクストは現実にたい
して二重に，すなわち（変形され，ずれた）言語と（テ
クストが一翼を担う変革という意味で）社会とに，結
びついている―読み取られる―のである」とする，同上，
pp.11-12。
 7 　Sからは「おさかなすきだも：：ん」，「うみのさちの
においでいっぱ：：い」と能動的に鮮魚施設の空間を
体感する発話が観察された。
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